
■願いの叶え方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 276号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：さよなら豊島園 

 

来週の話なんですが、僕はカミさんと豊島園に行きます。 

ご存知かと思いますが、練馬区にある遊園地：豊島園が今月いっぱいで閉園となります。 

僕は、大学卒業後はじめに勤めた設計事務所が、豊島園駅の近くにあり、毎日豊島園の前を通って通勤しました。 

当時、仕事帰りに遊びに行く…などということは一度もありませんでしたが、毎週土曜日に打ち上げられる花火

は、ビール片手に見物しました。 

でも、都会の住宅地ど真ん中で花火を挙げること自体極めて近所迷惑で、地元では迷惑施設としても有名でした。 

 

一方、遊園地やプールとして、数多くの日本初や世界初を持つ先駆的施設でもありました。 

流れるプール 1965年（昭和 40年）世界初 

ウォーターシュート 1927年（昭和 2年）営業用として日本初 

サイクロン 1965年（昭和 40年）トンネル内を走行するローラーコースターとしては日本初 

ハイドロポリス 曲線型の大型ウォータースライダーとしては日本初 

ツイン型フライングパイレーツ 1984年（昭和 59年）大型としては日本初 

プロペラ駆動（後に電動式に変更）の懸垂型モノレール 1951年日本初 

フリーパス 1977年に年間フリーパス、1980年にフリーパス「1日券」。均一料金で何度も利用できる制度は日

本初。 

 

僕はカミさんを誘ってデートしますが、入場はすべて前売り制でスマホから購入できます。 

ちなみに、8/7に 8/17分を予約しましたが、すでに「残り僅か」でした。 

コロナ対策などもあり、あえてお誘いはしませんが、興味のある方は是非調べてみてください。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：願いの叶え方 

 

願いを叶えるには、2つの方法があると思う。 

1つは、願いが叶うように頑張ること、そしてもう一つは、自分にできることを願うこと。 

つまり、願いのハードルが高ければ、それを超えるのは難しいが、ハードルが低ければすぐに実現できる。 

だが、このハードルこそが曲者だ。 

僕たちにとって、困難とは何のことだろう。 

昨日僕は、録画しておいた映画「ガンジー」を見ているうちに、考えこんでしまった。 

・ 

インド独立の父と呼ばれるガンジーは、「非暴力と不服従」で有名な指導者だ。 

独立を目指すガンジーにとって、不服従が大切なのはよくわかる。 

だが、不服従を貫くには権力の弾圧に耐えるだけでなく、権力に諦めさせなければならない。 

そこでガンジーは、徹底的な非暴力の道を選び、殴られ殺されようと一切の抵抗をしないよう人々に説いた。 

キリストの言う「右の頬を殴られたら左の頬を差し出せ」を実践することにより、相手を悔い改めさせるという

のだ。 

・ 

ここで僕が注目したいのは、ガンジーの選んだ方法は誰でも出来ること。 

何かをやるのでなく、やらないことなら誰でも出来る。 

だが、ここで言う「やらない」とは、サボったり怠ることでなく「服従しない」ことだ。 

一見やるよりやらない方が簡単に思えるが、服従はするよりしない方が難しい。 

服従の対象は、権力や上司だけでなく周囲の人々すべてに及ぶ。 

周囲の目を気にして孤立を避けるために、やりたくないことをやったり格好をつけたりしてしまう。 

さらに質が悪いのは、自分自身の欲求だ。 

孤立や苦痛を避ける自分の欲求を、自分の願いと勘違いをしてしまい、服従を正当化している自分に気付くこと

もある。 

・ 

以前僕は、お世話になったM会長の下で、「借金の断わり係」を担当したことがある。 

様々な事業に積極的に投資する M 会長のところには、出資や投資の話が毎日のように持ち込まれるのだが、そ

の大部分は借金の無心に過ぎない。 

M会長から「松村君、相手の説明をよく聞いて、借金の話は感謝されるように断ってくれ」と指示を受け、戸惑

いながら始めて見ると、すぐにその意味が分かってきた。 

まず、何かを買うために M 会長に金を出させようとする話なら、それは投資の話なので、M 会長につなげばい

いが、誰かに金を返すためにM会長を頼ってくる人が僕の担当する「借金の話」となる。 

そのことに気付いた僕は、「M会長から金を借りて今をしのいでも、今度M会長に返せなくなったらあなたは別

の人に借りに行くのですか？」と聞くようになった。 

すると相手は、困った顔をしながら「そういうことです」と答えるので、すかさず僕は「それではお金は貸しま

せんが、今返すべき人に一緒に謝りに行きますよ」と答えるようにした。 

・ 

この場合の、やめるべきことは「新たな借金」だ。 

そして、貸主から逃げることもやめて、返済できないことを報告・謝罪することは誰にでもできることだ。 



確かにそこには痛みを伴うし、恥もかくことになるだろうが、逃げたり借金を繰り返す方が良いとは誰も思って

いない。 

ガンジーも不服従の結果、殴られ罵倒され、投獄された。 

だが彼がすごいのは、民衆に対し同じことを求め、その結果死ぬことさえも否定しなかった。 

正しいことは神様が決めることでなく、誰もが知っている「互いに良いこと」だと思う。 

・ 

と、今日はいきなりガンジーの話をしてしまったが、実は来週のセミナーで「事業ノウハウの作り方」の話をす

るために、こんなことを考えてしまった。 

とかく僕たちは、誰もが喜んで課題を解決してくれるような、魔法のようなノウハウを求めてしまうが、むしろ

それは逆で間違いの様な気がする。 

本当は誰もが解決できるはずなのに、何かがそれを邪魔している。 

いや、むしろ僕ら自身が気付かぬうちに、課題を生み出しているのが現実だ。 

だからこそ、課題を生み出している僕らの行為を見つけ出し、それをやめることが必要だ。 

もしかすると、すでにみんなが答えを知っているのに、知らないふりをしたくなる何かをやめることかも知れな

い。 

そして、戦争や喫煙など、やめること自体結構大変なことかも知れない。 

でも、「勇気を出して何かをやめること」こそが、いつでも実行できる大事なノウハウだと思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20200807/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/10 ■◎作業日 10-19時（自宅） 

 20-22時 ■地域起業の始め方④（リモート） 

（火）08/11 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（水）08/12 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（木）08/13 ■◎作業日 10-13時（自宅） 

 14-16時 ▲一宮庵MTG（成城） 

16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）08/14 ■◎作業日 10-19時（自宅） 



 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）08/15 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）08/16 ■◎休業日 17-21時（自宅） 

 

■その後の予定 

08/17 09-17時 ▲豊島園探検（練馬） 

08/20 10-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

08/22 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/23 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ８月例会（飯能） 

08/24 20-22時 ■地域起業の始め方 2_1（リモート） 

08/29 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/31 20-22時 ■地域起業の始め方 2_2（リモート） 

09/05 10-12時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/10 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/10 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/11 19-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


